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巻頭言 

  「エレソの活動と国際化」 

エレクトロニクスソサイエティ副会長 

（研究技術担当、国際委員会委員） 

柴田 随道 (ＮＴＴ) 
 本会活動の国際化を考え

ると、必ず言葉の壁にぶつ

かる。正直なところ私自身、

英語での込み入った議論は

自信がない。また、「国際化」

を強調し過ぎると、後日「母

国語での発表や議論の場を

大切にして欲しい」、「英語ばかりでは困る」といっ

た本音も聞かれる。私は、こうした意見にも率直に

共感できるし、グローバルな世界にあって日本語の

コミュニティーが如何に競争力をもって質の高い議

論の場を維持していくか、を考えるのも「国際化」

の一つの方向かと思う。しかし一方で、英語スキル

を要する（あるいは多国語圏での）国際化の波が寄

せてきていることも感じている。 

ここでは、以下に幾つかデータを示しつつ、後者

の国際化の取り組み強化を訴えたい。 

 2000 年に海外会員制度[1]が創設された。その創設

趣旨には「・・・とりわけアジア諸国が大きく発展

して行く為に電子情報通信分野の研究開発・知識普

及等の面で当学会に期待される役割を積極的かつ円

滑に果たして行く・・・」とある。以来、海外会員

数は順調に増加し（表 1）、エレソにおいても海外会

員が全会員の 5％程度に達している。また、バンコ

ク、北京、韓国、上海、シンガポール、台北に本会

の海外セクションが設置され、海外会員の代表者ら

による活動が展開されている。 

 一方、本会が発行する英文論文誌（４分野）への

論文投稿もアジアからの件数が国内の二倍以上にな

っていると聞く。また、エレソ発の速報性を誇る電

子レター論文ELEXもこの2年間の海外からの投稿件

数増大が顕著で、国内の数倍に達している。 

 エレソが主催、共同主催する国際会議は従前より

多数ある。例えば、OECC/IOOC 2007 は通ソとエレソ

の共同主催で開催された。また、来年 12 月に APMC 

2010 がエレソ主催で横浜にて開催予定である。アジ

アの他学会と共同主催となる２国間会議も幾つかあ

り、昨年 9月には CJMW 2008 が上海で開催された。



このような会議の論文サーキュレーションを図る便

宜として、昨年、本会の Web サイトに IEICE Explorer

というページ[2]が設けられた。幾つかの会議の論文

がアップされており、今後も本サイトの拡充と活用

が期待される。更に、研究会の国際セッションも複

数計画されており、機構デバイス研の国際セッショ

ン IS-EMD には中国からの参加者が 10 名以上あると

聞く。また、マイクロ波研はバンコクセクションと

共同で Thailand-Japan MicroWave 2009 を計画中と

のことである。 

国際委員会にも海外会員サービス向上に向けたタ

スクフォースが組織され、昨年末に海外とのインタ

ラクティブな情報交流を目指したメルマガが創刊さ

れている。その記事が「IEICE Global Plaza」とし

て学会誌 2月号から 2 ページを割いて掲載されてい

るのを既にご覧になった方も多いと思う。 

以上、私の知る国際化状況を掻い摘んで述べた。

米国電気電子学会（IEEE）というグローバルな学会

が存在する一方で、アジア諸国からは本会の特長あ

るサービス（出版や会議）への大きな期待を感じる

ことができる。アジアの技術市場が台頭する中で、

海外会員サービスの推進とともに、今後は、国内の

会員の便宜や活動拡大の観点からもアジアとの連携

による展開が考えられるのではないだろうか。 

 

表 1 海外会員数の推移 

年度 2004 2005 2006 2007 2008

海外会員数 1194 1628 1818 2121 2671

海外ES会員 159 242 307 289 360

（注）年度末時点（但し、2008 年度のみ 12 月末の

数字） 

[1] http://www.ieice.org/jpn/OMinf.html 

[2] http://www.ieice.org/explorer/ 

 

著者略歴： 

昭 55 東京高専・電子卒．昭 58 東大・工・電子卒．昭 60

同・大学院工学系研究科修士了．平 7 工博．昭 60 NTT 入

社．主に電磁界解析や光通信用集積回路設計に従事．現在、

ユビキタスインタフェース研究部部長．平 7～8 UCLA 客員

研究員．平 15～17 MST 時限研究専門委員会委員長．平 18

～19 エレソ庶務・財務幹事．平 19～21 エレソ副会長（現

職）．本会論文賞等． 

 
寄稿 

「Brief Paper の受付始まる-英文論文誌編

集委員会より」 

英文論文誌編集委員長 
平本 俊郎 (東京大学) 

 現在の高度情報化社

会はエレクトロニクス

の発展によって支えら

れていると言っても過

言ではないでしょう。エ

レクトロニクスソサイ

エティの英文論文誌

IEICE Transactions on 

Electronics は、半導体

材料からオプトエレクトロニクス、VLSI システムま

でエレクトロニクス関連全般を広くカバーし、最先

端のエレクトロニクス技術を発信している学術論文

誌です。私は平成 20 年度の編集委員長を仰せつかり

ました。微力ながらエレクトロニクス分野の発展に

貢献させていただきたいと思っております。 

 英文論文誌のクオリティ向上のため、編集委員会

ではさまざまな議論を重ね、改善を進めて参りまし

た。現在の英文論文誌の特徴は、以下の 3 つにまと

めることができます。第一に、他のソサイエティの

英文論文誌や欧米の他の論文誌に比べて、掲載まで

の時間が短いことです。本英文論文誌では Full 

Paper の場合、投稿から平均して 6 ヶ月で論文が掲

載されます。これは編集委員、査読委員、編集スタ

ッフによる献身的で迅速な査読・編集プロセスによ

るところが大きいと言えます。 

 第二に、一般論文とは別に、毎号さまざまな分野

の特集が企画されていることです。特集ごとに専門

家による編集委員会が組織され、世界の第一線で活

躍する研究者の招待論文を掲載するとともに、質の

高い論文を集めています。当該分野の最先端を知る

ことのできる特集号は、毎回ご好評をいただいてお

ります。なお、特集号論文と一般論文の比は約 7:3



で、現在では特集号論文の方が多くなっています。 

 第三に、新たに Brief Paper という論文カテゴリ

ーを設けたことです。Brief Paper は 2009 年 1 月 1

日から受付を開始し、すでに多くの投稿をいただい

ております。この件につきましては経緯を含めて以

下に詳しくご紹介いたします。 

 電子情報通信学会では、電子レタージャーナル

ELEX (IEICE Electronic Express)を 2004 年に創刊

しました。エレクトロニクス関連で速報性の高い論

文は、ELEX に掲載されることが多くなりつつありま

す。一方、英文論文誌にも、Full Paper の他に速報

性を重視した Letter というカテゴリーがあり、スコ

ープが重複しました。 

 Letter 論文の性格は、研究分野によってかなり異

なっているようです。分野によっては Full Paper

より Letter の方が掲載が難しく権威があるとされ

ていますが、逆に Full Paper より完成度の低い論文

を Letter とする分野もあります。エレクトロニクス

分野の中にもさまざまな分野がありますが、編集委

員会で議論の末、論文カテゴリーの性格付けをより

はっきりさせることにしました。その結果誕生した

のが、Brief Paper です。Full Paper が一連の研究

として完成度が高い論文、ELEX が速報性を特に重視

した論文であるとすると、Full Paper ほど完成度は

高くないものの一部の研究を簡潔にまとめた論文が

Brief Paper です。 

 英文論文誌の Letter はしばらく存続させること

になっていますが、今後掲載数が減っていくものと

考えています。速報性のある論文は英文論文誌の

Letter ではなく、ELEX にご投稿ください。英文論文

誌のFull Paperと Briefへの投稿をお待ちしており

ます。 

 
著者略歴： 

1989 年東京大学大学院工学系研究科電子工学専攻博士課

程修了．工学博士．同年（株）日立製作所デバイス開発セ

ンタ入社．1994 年東京大学生産技術研究所助教授．2002

年同教授、現在に至る．低消費電力 CMOS デバイス、微細

MOS トランジスタにおける特性ばらつき、シリコンナノワ

イヤトランジスタ、室温動作シリコン単電子トランジスタ

等の研究に従事．2006 年より半導体 MIRAI プロジェクト・

ロバストトランジスタプログラム・テーマリーダー． 

新フェロー寄稿 

     「西へ行け」 

本城 和彦 (電気通信大学) 
 現在、世の中では大不

況が来るといわれている。 

思えば10年前にも同じよ

うな事があった。 

当時私が勤務していた

会社でも、2万人の人員削

減をすることになった。

当初私には関係ないと思

っていたが、やがて私の仕事が無くなってしまった。

丁度そのころ、広島で本学会総合全国大会があり、

私も参加した。最後の学会参加になるかも知れない

と思った。そこで、学会会場を抜け出し、一人、厳

島神社に向かった。当日は春の嵐で、観光客が殆ど

いない神殿で、一分程時間をかけて箱の中をゆっく

りかき回し、おみくじを引いた。[西へ行け。やがて

戻ることもあろう]と出た。当時私は茨城県つくば市

に念願の一戸建てを新築して３年目であったが、家

を捨てることにした。西でよかったと思った。つく

ば市の東には何も無い。 

1 年後ついに家を出るときが来た。その前日、妻

と娘にはさめざめと泣かれてしまい参った。それで

も気を取り直し、100 円ショップで買った生活用品

を自家用車に積んで、家族４人と犬一匹で、築４０

年、広さ 39平米のアパートに移り住んだ。このアパ

ートは、車の往来が多い第一級国道に面し、消防署

も隣にあった。高濃度の排気ガスと騒音の影響で、

犬、子供、妻と弱い順番に体調を崩していった。新

しい職場には電話１本のみが用意されていた。世間

には勝ち組、負け組の言葉が氾濫していた。 

 半年程すると、深夜に出動する消防車のサイレン

が、心地良いチャイムに聞こえるようになった。崩

した体調も次第に回復していった。各方面からのご

支援を頂き、また寄付等で研究設備も次第に整い、

やがてかつての職場より優れた研究環境となった。 



 優秀なスタッフや学生に恵まれ、研究成果もたくさ

ん出るようになった。４年程すると、高速通勤鉄道

つくばエクスプレス線が開業し茨城県南部の通勤環

境が革命的に改善された。家族４人と犬１匹は再び、

つくば市に舞い戻った。 

新フェロー寄稿 

「光配線実装技術について思うこと」 
三上 修（東海大学）     

このたびはフェロ

ーの称号を賜り、大変

光栄に存じます。ご推

薦を賜った関係者の

方々に心より御礼申

し上げます。また長年

東海大学での研究活

動を支えて下さった

多くの方々に感謝申

し上げます。 

 ここまで書いて、妻にこの原稿を見せたら、こん

な話ありふれていて面白くないと言われてしまった。 

確かに、私の周りは既に同じような人で溢れている。

しかし、これから同じ道を歩む人も多いと思うので

あえて筆を進めることにする。 

 職場を変わる前の25年と、変わった後の8年での、

学会での論文・口頭発表の数を比較すると前者が

246 件で後者が 158 件となった。もちろん仕事の質

は数だけでは表せないが、一つの指標にはなる。こ

のたび私は、栄えある本会フェローの称号を頂き大

いに株が上がったが、私を（が）捨てた会社の株価

はこの間に 12 分の１になっていた。 

さて今抱えている研究テーマである光配線実装

技術に関して、この場を借りてすこし雑感を述べさ

せていただきます。NTT へ入社後、東海大学に移る

までの 20 数年、ニオブ酸リチウム、III-V 族化合物

半導体結晶を使用した光変調器、レーザ、光検出器、

光スイッチなどの種々の導波路型光機能デバイスの

研究に携わってきましたが、光の入出力にはほとん

ど関心がありませんでした。ましてや、デバイスを

製作する側の研究テーマになるとは迂闊にも考えた

ことがありませんでした。ようやく半導体レーザの

出射端にスポットサイズ変換器を集積する研究テー

マが芽生えてきたころです。半導体レーザやフォト

ダイオードは、ほとんどの場合ボンディング・ワイ

ヤや入出力端面等のデリケートな箇所が露出したか

たちで、市場に出ています。標準パッケージに入れ

られた LSI の電子デバイスとは大きな違いです。ま

るで「箱入り娘」のように窒素ガスに封じ込まれた

一室のなかに、温度制御されたペルチエ素子のベッ

ド上に鎮座し、外部とはガラス窓を通して光の入出

力が行われています。 

技術や学問は組織に付随しているのではなく、人

に付随している。従って人を切って、組織が生き残

るということはあり得ない。一方、不況により法人

が人員を維持できないということは理解できる。し

かし、各個人が持つ技術をそこで終わりにすること

は国家的損失である。近年国際会議において日本か

らの論文発表が急激に減ってきていることも気にな

る。ここは是非、学会などの横の繫がりを駆使して

踏ん張り、協力して難局を乗り切りたいものである。 

 

著者略歴： 

昭和49年電通大卒．昭和51年東工大大学院修士課程修了．

同年日本電気㈱入社．超高速デバイス研究部長、主席研究

員を歴任．平成 13 年電通大情報通信工学科教授．現在に

至る．化合物半導体デバイス、MMIC、超広帯域アンテナ、

電磁界・半導体統合解析技術の研究開発に従事．IEEE 

MTT-S 理事、本会ハンドブック委員会幹事長歴任．1983

および 1988 年 IEEE MTT-S Microwave Prize 受賞．本会学

術奨励賞(1980)、エレクトロニクスソサイエティ賞(1999)

受賞．IEEE Fellow (1997)、IEICE フェロー(2008)．工学

博士． 

光配線実装の分野では、このようなひ弱な光デバ

イスを、プリント基板上に電子デバイスと同様に表

面実装技術を用いて、位置合わせの許容度が小さい

という厳しい条件のもとに搭載することが求められ

ます。パッシブアライメント技術の開発や VCSEL の

誕生進展によって、実装技術は著しく進歩しました。

 

 



 光通信が実用化されてから 30 年あまりが経過し

ますが、1971 年から NTT 研究所において技術の中心

で研究実用化に携わらせていただき、技術開発にお

ける競争と協調、成果の普及、国際標準化への寄与

など、日米欧のトライアングルの中で多方面にわた

り我国の光通信技術が核となって光通信技術の進展

を牽引してきたことを、技術進歩の凄まじさと共に

体験させていただきました。1999 年からは大学（千

歳科学技術大学）に移り、光通信で培われた先端フ

ォトニクス研究の成果を生活に身近なところへ応用

すべく、「光と環境」をテーマに太陽エネルギー利

用や LED を使った機能性植物栽培技術、DNA を用い

た薄膜色素レーザなどを研究する傍ら、将来の日本

を担う学生を育てるべく若き人材の教育にも頭を悩

ましているところです。 

しかし、光入出力端面やベアチップ状態はそのまま

残っています。この課題を解決するために、紫外光

硬化樹脂を応用したサイコロ型モジュールを提唱し

ています。専用の光入出力専用のロッドをもち、デ

リケートな部位は完全に保護され、かつ外形の寸法

精度は高く、ロッド位置も精密に制御されている、

といった特長を持ちます。取り扱いの自由度も大き

く、実装技術に大きく貢献すると期待しています。 

これに代表されるような研究のアイデアの多く

は、研究室での院生たちとの討論の中から生まれて

います。固定観念にとらわれず、新しい発想を出す

ように勧め、多くのアイデアのヒントを学生たちと

発展させるようにしています。このようなアクティ

ブな院生たちと一緒に、夢多い光に関する研究活動

する幸せを感じています。 

  今、大学では学生に勉強してもらうことはもちろ

んのこととして、その上に卒業したときに社会人と

して活動するために必要な基礎的人間力をいかにし

て身に付けてもらうかということについて知恵を絞

って様々なプログラムを用意し実践しています。基

礎からアドバンスコースまで、自分の力に合わせて

自学自習する e-Learning は多くの大学で幅広く展

開されています。教員にも様々な自己改革が迫られ

ており、自らによる日々の講義のブラッシュアップ

はもとより、学生や教員相互による講義評価のフィ

ードバックは不可欠になっています。中でも学生の

満足度に関しては重要なファクターであり、特に難

しい点でもあります。恐らくこれまで諸先輩方もご

苦労されてきたと思いますが、100%を目指して講義

に望むわけですが、講義中にどこで妥協すべきかを

リアルタイムに判断する必要があります。その積み

重ねが、講義に対する満足度となって各期ごとに現

れるわけです。毎回の講義が一騎打ちみたいなもの

で、心の中では勝った負けたで一喜一憂の連続です。 

著者略歴： 

1971 年大阪大学大学院修士課程修了、同年ＮＴＴ武蔵野

電気通信研究所勤務、1978 年工学博士（大阪大学）、1985

年英国グラスゴー大学客員研究員、1991 年東京大学先端

科学技術研究センター客員助教授、1994 年東海大学工学

部教授、2006 年ドイツカッセル大学客員教授、現在東海

大学工学部光・画像工学科教授。2005 年「ユビキタス社

会を実現するための光電子インターコネクション実装技

術の研究開発」で、東海大学松前重義賞（研究部門）受賞． 

 
新フェロー寄稿 

「大学における一教育者の悩みと模索」 

      吉田 淳一(千歳科学技術大学) 
 このたび「通信用光半

導体デバイスの研究開発

と国際標準化への貢献」

ということでフェローの

称号をいただき大変光栄

に存じます。推薦いただ

いた方々、これまでご指

導いただいた諸先輩、共に研究・実用化に邁進して

きた多くの仲間、学会等で議論しただいた方々や標

準化作業等で多方面からお世話いただいた関係者の

方々に深く感謝いたします。 

 このように教員（あるいは大学）側の工夫だけで

は真の人間力は育たないのは明白であります。当然

ながら自主性の涵養なくしては成長はありえません。

私の大学では、「自ら成長する教養人の育成支援プロ

グラム」という名のもとに、ICT を活用したディジ

タル的手法と対話や表現力というような対面重視の



 アナログ的手法を組合せたプログラムを今年度から

スタートし、スモールスケールでの試行段階です。

また私の所属する学科では、学生自らがテーマを発

掘・提案してチームを作りプロジェクト化し、2 年

次と 3 年次にわたって目標達成を図るという科目を

新設し、新年度からスタートします。このようなプ

ログラムを通して、社会人として必要な資質と心構

えを学んでもらいたと願っています。思えば、内外

の学会講演会や研究会・フォーラムなどで、お互い

に競争している研究者同士の質疑応答や何気ない会

話に刺激をうけ、悔しく思ったり安心したりしまし

た。この積み重ねが、技術革新のダイナミズムに繋

がっていったわけであり、人間コミュニケーション

の大切さを痛感させられます。当分の間、試行錯誤

が続くことと思いますが、これからの技術を担う若

人にも自らの体験を通して少しでも体得してもらい

たいと願っております。 

「光デバイスの更なる発展を目指して」 

  光エレクトロニクス研究専門委員会 委員長 

      日比野 善典（ＮＴＴ） 

 光エレクトロニクス

研究専門委員会は、お

もに光ファイバ、導波

路等のパッシブな光デ

バイスをテーマとする

研究開発に関連した研

専で、具体的には、光

集積回路（誘電体、ハ

イブリッド等）、導波路デバイス（各種材料）、光導

波路・伝搬解析、光ファイバ（ホーリーファイバ含

む）、光インターコネクション、光センサ、光スイッ

チ・光変調器（誘電体）、空間光学デバイス（ＭＥＭ

Ｓ含む）、フォトニック結晶（パッシブ）などが主な

テーマです。このようなテーマに関連して本研専が

主催・共催する研究会は年に約 10 回開催されます。

その中では、アクティブな光デバイスを扱っている

レーザ・量子エレクトロニクス研究専門員会をはじ

めとして各研専とも連携して開催され、各種デバイ

スの状況を知ることができます。また、光通信等の

システムとも関連していますので、通信ソサエティ

の研専とも研究会を共催して幅広い活動をしていま

す。 

 

著者略歴： 

1971 年 慶応義塾大学修士修了．電電公社(現 NTT)入社． 

1992 年 光エレクトロニクス研究所研究企画部長．1994

年 集積光エレクトロニクス研究部長．マイクロ波トラン

ジスタ、光通信用半導体デバイス信頼性・高性能化、OEIC、

ハイブリッド光集積モジュールなどの研究に従事．1999

年 4 月から千歳科学技術大学教授．現在同大学グローバル

システムデザイン学科主任．2001 年全国発明表彰発明協

会会長賞．2002 年日本規格協会 IEC 活動推進委員会議長

賞．2005 年国際電気標準会議 IEC-1906 賞受賞． 

全国大会、ソサイエティ大会では、本委員会に関

連して約 100 件程度の発表があり、エレクトロニク

スソサイエティの中では最大の発表件数を誇る活気

あふれる研専となっています。しかしながら、最近

では全国大会などの発表件数は年々減少の傾向にあ

り苦慮しています。原因は複数あるかとは思います

が、光通信技術が歴史を積み重ねるとともに一部が

汎用化（コモディティ化）していることがひとつの

原因であることは間違いありません。実際、光通信

技術は大規模なネットワーク、FTTH、機器間通信等

を支え、光ネットワークは当たり前のように広がり

ICT 社会のインフラとなっています。今後はパーソ

ナルコンピュータなどの内部にも応用され益々応用

範囲が広がっていこうとしています。従いまして、

 

 

(先号と今号で、エレクトロニクスソサイエティ新フェロ

ーの皆様からのご寄稿を掲載いたしております．） 

 

 

 

 

 

 

 

 



本研専ではカバーする範囲を少しでも拡大していき

たいと考えています。 

光通銀技術の進展に伴う課題もあります。FTTH な

どの導入によりトラフィックは年々増加しており、

その消費電力も問題となっています。さらには、大

容量の光通信ネットワークで故障、事故が起きると、

その影響は甚大となります。従って、これからは効

率的にネットワークの大容量化、低消費電力化を進

めることはもちろん、使いやすいネットワークの構

成、装置が望まれます。このような要求に対してデ

バイスをベースとする光通信技術の革新は必須であ

り、本専門委員会では研究者の情報交換の場として

の活動を通じて情報通信の発展に寄与していきたい

と考えています。 

そのためには、研究会、及び全国大会・ソサエテ

ィ大会等においてできるだけ多くの研究者が参加し

ていただけるようにと考え、下記のような施策によ

り活性化を進めています。 

 1. 研究会 

 ・OFC/NFOEC、ECOC 等の報告会 

 ・学生表彰 

 ・海外からの招待講演 

 2. 全国大会・ソサエティ大会 

 ・各分野における招待講演 

OFC 等の報告会では幅広い分野をそれぞれの専門家

にまとめて概説していただき、大変参考になります。

学生表彰は学生の発表を奨励するために最近始まっ

たものですが、是非大学の先生方にはご承知おきい

ただき、多数の参加をお願いしたいところです。ま

た、言うまでもないことですが、招待講演について

は多数の意見を参考にさせていただき、最近のトピ

ックスを中心に幅広く依頼たいと考えています。ま

た、最近では本研専の関係する次期テーマとして、

100G 等の超高速通信において無線と同じ技術が適

用されようとしてきております。この技術には信号

処理が含まれており、フォトニクスとエレクトロニ

クスとの融合が重要です。さらには、超高速通信以

外でも Si フォトニクス、プラズモニクス等の新しい

分野も出てきており、興味深いものとなっています。

今後これらを本研究会のテーマとして議論の場を提

供し本研専の活性化に貢献する所存ですので、皆様

の参加をお願いします。 

 

著者略歴: 

1982 年東大院・工・物理工学専攻修士課程修了．同年日

本電信電話公社（現 NTT）茨城電気通信研究所入所．光フ

ァイバ，PLC 型デバイスの研究開発に従事．1986 年工学博

士（東大）．2008 年より NTT フォトニクス研究所所長，現

在に至る．1989～1990 年米国アリゾナ大学客員研究員． 

 
● エレソからのお知らせ 

◆エレクトロニクスソサイエティ学生奨励賞受賞者 

 2009 年総合大会（愛媛大学）のエレクトロニクスソサ

イエティプレナリーセッションにて、2008 年ソサイエテ

ィ大会（明治大学）での講演に対して、下記 6名の方が表

彰されました（敬称略）． 

 

[電磁波・マイクロ波分野] 

・中村 真生（防衛大学校）：「コーティングされた導体円

柱による散乱界の高周波近似解析」 

・二ツ森 俊一（北海道大学）：「5 GHz 帯高温超伝導リア

クション送信フィルタを用いた電力増幅器の両側隣接

帯域ひずみ改善」 

[化合物半導体・光エレクトロニクス分野] 

・内田 翔（慶應義塾大学）：「カーボンナノチューブドー

プポリマー光ファイバの作製とその受動モード同期レ

ーザへの応用」 

・今村 明博（東京工業大学）：「可変中空光導波路を用い

た光回路」 

[シリコン・エレクトロニクス一般分野] 

・小舘 達（秋田大学）：「真空蒸着法によるサファイアお

よびガラス基板上への CdTe 薄膜の作製とその諸特性」 

・松原 亮介（千葉大学）：「ペンタセン多結晶膜における

ホール輸送障壁と結晶ドメイン内移動度の解析」 

 

 過去 3回のエレクトロニクスソサイエティ学生奨励賞

受賞者については、以下の URL をご参照下さい． 

<http://www.ieice.org/es/jpn/award/student.html> 

 

◆ エレクトロニクスソサイエティ活動功労表彰受賞者 

 2009 年総合大会（愛媛大学）のエレクトロニクスソサ

イエティプレナリーセッションにて、下記 22 名の方が表

彰されました（敬称略）． 

 



・鈴木扇太（NTT）：エレソ総務幹事としての貢献 

・西川健二郎（NTT）：英文論文誌 C編集委員として

のエレソ出版事業への貢献 

・小野直子（東芝）：英文論文誌 C編集委員としての

エレソ出版事業への貢献 

・柏卓夫（古野電気）：英文論文誌 C編集委員として

のエレソ出版事業への貢献 

・津田裕之（慶応大）：ELEX 編集委員会幹事として

の貢献 

・豊田誠治（NTT）：電子部品・材料研究専門委員会

幹事としての貢献 

・新井学（新日本無線）：電子デバイス研究専門委員

会幹事としての貢献 

・河合徹（日本航空電子）：機構デバイス研究専門委

員会幹事としての貢献 

・吉田清（日本工大）：機構デバイス研究専門委員会

幹事としての貢献 

・相本代志治（NEC エレ）：集積回路研究専門委員会

幹事としての貢献 

・中原宏治（日立）：レーザ・量子エレクトロニクス

研究専門委員会幹事としての貢献 

・古神義則（宇都宮大）：マイクロ波研究専門委員会

幹事補佐としての貢献 

・松本好太（青学大）：マイクロ波研究専門委員会幹

事補佐としての貢献 

・和田光司（電通大）：マイクロ波研究専門委員会幹

事補佐としての貢献 

・井上靖之（NTT）：光エレクトロニクス研究専門委

員会幹事としての貢献 

・水柿義直（電通大）：エレソ技術渉外幹事としての

貢献 

・宮野信治（東芝セミ）：エレソ庶務財務幹事として

の貢献 

・高宮真（東大）：和文論文誌 C編集委員としてのエ

レソ出版事業への貢献 

･ 岩本敏（東大）：和文論文誌 C編集委員としてのエ

レソ出版事業への貢献 

・笠原健一（立命館大）：和文論文誌 C編集委員とし

てのエレソ出版事業への貢献 

・塩島謙次（福井大）：和文論文誌 C編集委員として

のエレソ出版事業への貢献 

・田口亮（武蔵工大）：ELEX 編集委員としてのエレ

ソ出版事業への貢献 

 

◆エレクトロニクスソサイエティ独自の会員サー

ビス紹介 

 エレクトロニクスソサイエティでは、会員サービ

ス向上に向けて、以下の様な独自の取り組みを行っ

ております．今後も順次拡充して参りますので、会

員の皆様のご活用をお願いいたします． 

 

 ・エレクトロニクスソサイエティ学生奨励賞 

<http://www.ieice.org/es/jpn/notice/society_st

udent_award.html> 

 ・学術コンテンツ配信サービス 

<http://www．ieice．org/es/jpn/secretariat/index．

html> 

 

◆エレクトロニクスソサイエティ登録会員数の推移 

（2009 年 1 月末まで） 

 エレクトロニクスソサイエティの現状を会員の皆様に

ご理解いただくため、2008 年 10 月号よりエレクトロニク

スソサイエティ登録会員数の推移を掲載しております．学

生員数は順調に推移しておりますが、正員は減少傾向にあ

ります．年齢構成では、20 代、30 代の若手研究者の登録

数が大幅に少なくなっております．皆様の会員増強活動へ

のご協力をお願いいたします． 

 

表. エレソ登録会員数の推移（7月～1月） 

 名誉員 正員 学生員 その他 合計

4月 44 6458 420 294 7216

7 月
44 

(0) 

6457 

(△1) 

541 

(121) 

327 

(33) 

7369

(153)

8 月
44 

(0) 

6460 

(2) 

662 

(242) 

331 

(37) 

7497

(281)

9 月
44 

(0) 

6461 

(3) 

702 

(282) 

342 

(48) 

7549

(333)

10 月
44 

(0) 

6458 

(0) 

734 

(314) 

346 

(52) 

7582

(366)

11 月
44 

(0) 

6447 

(△11)

752 

(332) 

351 

(57) 

7594

(378)

12 月
44 

(0) 

6393 

(△65)

746 

(326) 

360 

(66) 

7543

(327)

1 月
43 

(△1) 

6358 

(△100)

778 

(358) 

367 

(73) 

7546

(330)

 ( )内は 4月末からの増減 

*その他：海外在住で海外国籍を持つ会員 

 

◆ エレソ News Letter は年 4 回発行します．次号は 2009

年 7 月発行予定です．（企画広報担当:内山） 


